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まちのわだい

　8月 13日㈰～ 15日㈫、千灯籠の夕べが開かれまし
た。お盆の「迎え火」と「送り火」の思いが込められ
ていて、今回で 12回目を迎えます。13日㈰には、か
き氷などの出店や花火が上がりました。主催の赤崎建
設委員会が灯籠に火を灯すと美しい夕焼け空と灯籠の
灯りが赤崎漁港の水面に写し出され、幻想的な光景が
広がりました。

水面に写る幻想的な光
千灯籠の夕べ

↓赤崎漁港を照らす夕焼け空と灯籠の灯り
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　8月18日㈮、つなぎ文化センターですべての人び
との人権が尊重される社会を目指し、人権問題への
理解と認識を深めることを目的に人権教育研究大会
が開かれました。水俣・芦北地域の自治体や教育関
係者など約350人が参加。全体会講演では講師の
平井靖彦さん（県人教社会教育部会会長）の講話を
参加者たちは真剣な眼差しで聞いていました。

人権について理解を深める
水俣・芦北地区人権教育研究大会

↑講話をする平井さん

　昨年12月に本町 B＆G海洋センター艇庫がリ
ニューアルしたことを記念し、8月19日㈯に県 B＆
G海洋センター交流会が開催。本町含む熊本市城南、
玉名市岱明、宇城市三角、あさぎり町免田、南関町、
湯前町の7つの市町が参加しました。参加した29
人の子どもたちはカヌーや SUPなど普段の活動に加
え、津奈木海龍の指導のもと、競舟も体験しました。

艇庫リニューアルを記念して
熊本県B＆G海洋センター交流会

↓2艇の競舟で競争する子どもたち

　8月 20日㈰、三ツ島海水浴場で地引網体験が開
催。参加者たちは仕掛けた網を力を合わせて一生懸
命引いていました。網の中には大小さまざまな魚や
カニなどが入っており、子どもたちは大喜び。その
後、魚の生態や赤潮、漁などに関するクイズが出題
され、取れた魚やカニは正解した子どもたちに配ら
れました。

お魚ゲットで大興奮
三ツ島地引網体験

↑力いっぱいに網を引く子どもたち

ー津奈木町の皆さんにメッセージー
初めまして！私はアドリアナ・バニュエロスと申しま
す。ALTとして津奈木町に来られたことをとてもうれ
しく思っています！ 2020 年にカリフォルニア州立大
学フラトン校でアメリカ研究の学士号を取得。デン
マークに留学し、教育と文化を学ぶことに情熱を注
ぎました。日本語は初心者ですが、人との新たな出
会いが大好きなので、遠慮なく話しかけてください！

ー津奈木町の皆さんにメッセージー
こんにちは！私はサマンサ・ウィットロックです。
短くサムと呼んでください！4歳から8歳の間、
横浜に住んでいたので、再び日本に滞在できてと
てもうれしいです。日本に来る前は支援学校にい
たので、教えることと子どもたちと過ごす時間が
大好きです。美しい津奈木町で過ごすこと、日本
の探索をすることをとても楽しみにしています。

８月から新たな外国語指導助手（ALT）としてアドリアナ先生とサマンサ先生が着任されました。これ
からよろしくお願いします。

ようこそ津奈木町へ！
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ーなぜ津奈木の協力隊に？
友人が茨城県の協力隊経験者で、何度か訪問し協力
隊という制度を知り興味を持ちました。長年メーカー
に勤めていましたが、新しい事にチャレンジするチャ
ンスだと思い、津奈木町の協力隊に応募しました。
ー活動内容は？
つなぎ美術館での住民参画型アートプロジェクト推進
業務サポート、広報活動・映像制作を主に行っていく
予定です。
ー津奈木町の皆さんにメッセージをお願いします！
まだまだ不慣れな部分が多々あり皆様にご不便をお
かけするかもしれませんが、一生懸命活動しますので
どうぞよろしくお願いします。

さん（41＝染竹）

８月１日㈫、新たに２人の地域おこし協力隊が着任しました。新メンバーのプロフィールや活動内容を紹介し
ます。本町では現在、９人の隊員が活動しています。　問政策企画課　 ☎７８－３１１４（内２２３）

住民参画型アートプロジェクト推進

木下 裕介
熊本市
ドライブ、古着屋巡り
ものづくり
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ーなぜ津奈木の協力隊に？
つなぎ美術館への憧れが一番の理由です。全国的に
も有名な美術館ですし、熊本市内で美術を学んでい
た学生時代にも何度も足を運びました。
ー活動内容は？
主に美術館でお仕事をしています。また、アーティス
トやデザイナーとしても活動しているのでなにかあれ
ば気軽に頼っていただければと思います。
ー津奈木町の皆さんにメッセージをお願いします！
夏祭りはさっそく津奈木での思い出のひとつになりま
した。これからもそんな体験をしながら少しずつ津奈
木に溶け込めたらいいなと思っています。よろしくお
願いします。

さん（30＝丸岡）


